
生活記録ノートの使い方「学力向上のための方策として」 

【久喜市教育委員会】 

ねらい 

・このノートを活用し、家庭学習の充実と定着をはかる。 

・学校生活を充実させるために、授業の準備や提出物の確認を密にする。 

・家庭生活リズムの確立を目指して７つの点検項目を設定し、家庭生活の充実を図る。 

・今日より明日といった常に前進する生活を目指すために日記を書かせ目標のある生活を送らせる。 

 

具体的な取組方法 

【共通理解事項】 

・上記のように記入をする。 

・家庭学習は下の余白を活用する。見開き以上はしない。学習内容は何でもよい。たとえば、漢字練習、

計算問題・単語の書き取りなど。また、プリントを貼ってもよい。 

・当初はできれば、宿題を学年で用意してもらいたい。３０分～６０分程度の内容でよい。 

・担任等は次の日、朝の会にて回収し検印する。コメントは極力控える。ただし、日記についてはコメ

ントを簡単にする。（励ましの文面） 

・家庭学習ができた生徒には評価を行う。５０回、１００回・・・区切りのよい回数で表彰する。 

 

 

 

当日の日付と曜日を

記入する。 

次の日の授業の教科

と内容・準備するも

のを記入する。 

次の日の連絡・提出物・

持ち物を記入する。 

当日、家庭で取り組んだ学習内容

を記入する。（教科名と時間） 

当日の出来事を記入する。 

一番左側にすべて○印が付

けば理想の家庭生活と判断 

当日の生活につ

いて評価する。 

該当するところに

○印を付ける。 



【家庭学習の定着化】の取組 

○状況（実態） 

 １．埼玉県小・中学校学習状況調査「生徒質問紙」より 

  質問項目７「学校の授業時間以外に、１日どのくらい勉強しますか」 

   ・「全くしない、ほとんどしない」「３０分より少ない」「３０分以上１時間より少ない」 

    平成２３年度…２０．５％，１６．４％，１４，８％ （合計５１，７％） 

    （久喜市比較…１２．９％，１２．８％，２０．２％  合計４５，９％） 

   （平成２２年度…２６．１％，１５．３％，１３，５％  合計５４，９％） 

   ・「３時間以上する」 

    平成２３年度…１．６％ 

    （久喜市比較…３．１％） 

   （平成２２年度…０．９％） 

  この結果から、本校生徒は４～５人に１人の割合で家庭学習を全くせず、半数以上が１時 

間未満しかやらない。また、３時間以上勉強する生徒は学年で１～２人しかいないなど、市 

内中学校生徒と比較しても家庭学習にかける時間が極端に少ないことがうかがえる。他に、 

校内独自で調査している「生活習慣アンケート」においても同様の結果がみられた。 

  本校生徒の学力向上対策は、これまで「基礎・基本的事項の確実な習得」をねらいに、全 

教科・領域で授業の改善を中核として取り組んできた。その成果として、「教育に関する３つ 

の達成目標検証」（平成２３年度）では、「読む・書く」が９５．４％、「計算」が９１．０％ 

と年々向上している。そこで、さらなる学力向上策として、昨年度末の協議で「家庭学習の充 

実」をはかることが必要との結論に達し、本年より学校全体で取り組むこととした。 

○取組の概要 

 １．中学入学前に「課題学習プリント」を配布し、家庭学習の定着と習慣化をはかる。 

６年生児童が卒業してから中学に入学するまでの期間、家庭学習の習慣を途絶えさせな 

いため、また全員に習慣化をはかるねらいで取り組んだ。新入生入学説明会時（２月）に 

「課題学習プリント」を配布する。プリントは、入学後提出させるとともに、新入生テス 

トを実施し学習の成果をみた。 

 ２．生活記録と家庭学習ノートを併せた新しい「生活記録ノート」を作成し実施する。 

   「生活記録ノート」は、これまで翌日の持ち物やその日一日を振り返っての記録を書き、 

毎日提出している。そこで、別紙のように見開き２ページの様式で、生活記録の欄と罫線 

の付いたノートスペースをつくり、この範囲内で家庭学習を行わせ翌日に提出させた。 

 実施にあたっては、学校全体の取り組みとし、全学年・クラスで時期を合わせ、年間４ 

冊を上限に配布した。内容は各学年で検討し、課題プリントの配布や各自で課題を立てさ 

せる等実態に合わせて行った。１日３０分程度の量で無理せず、それでも毎日継続させる 

中から、全員に家庭学習の習慣をつけさせることを最大のねらいとして取り組んだ。 

 

○取組の成果と今後の見通し 

 １．埼玉県小・中学校学習状況調査「生徒質問紙」（上記同様調査）（２年生） 

   ・「全くしない、ほとんどしない」「３０分より少ない」「３０分以上１時間より少ない」 

平成２４年度…１３．６％，１４．８％，１８，２％ （合計４６，６％） 



      （県比較…１０．６％，１４．３％，２３．６％  合計４８，５％） 

 ２．全国学力・学習状況調査「生徒質問紙」（３年生） 

  質問項目２３「家で、自分で計画を立てて勉強をしてしますか」 

   ・「している」「どちらかといえばしている」 

    平成２４年度…２１．１％，２９．３％ （合計５０，４％） 

                   （県比較…合計４３，８％） 

  家庭学習を取り入れた生活記録ノートの実施から、まだ１ヶ月も経たない時期の調査とは 

いえ、生徒自身が「している」実感をもっていることがうかがえる。また、１年生の生活習 

慣アンケートでは３０分以上学習する生徒が７６．９％いることも実施の成果が出ていると 

いえる。 

３．「教育に関する３つの達成目標」の取り組みに係る効果の検証結果「学力」達成率（１年生） 

  ・「全くしない、ほとんどしない」「３０分より少ない」 

平成２４年度… ２．７％， ９．１％，（合計１１，８％） 

（平成２３年度…１８．４％，２０．７％，（合計３９，１％）） 

・「３０分以上１時間より少ない」「１時間以上２時間より少ない」 

平成２４年度…１８．２％，４７．３％，（合計６５，５％） 

（平成２３年度…１８．４％，２５．３％，（合計４３，７％）） 

 １月実施の調査により、とくに１年生において上記のとおり、成果がみられた。これまで 

４割の生徒が家庭学習をほとんど行っていなかったものが１割に減り、逆に３０分以上から 

２時間行う割合が４割から７割近くに増えた。家庭学習を取り入れた生活記録ノートの趣旨 

は、「毎日３０分以上家庭学習を行う」である。それでも、過度の負担をかけず継続的に行う 

こととすべての生徒に着実な取り組みを実施することを徹底したことで、生徒の意識にも学 

習への意識化がはかれたといえる。 

 今後の取り組みとしては、①現状の取り組みを継続し、当初のねらいの確実な達成に努め 

ること、②生活記録ノートとは別に、自ら進んで家庭において学習する生徒の割合が７０％ 

を超えるようにすること、である。 

  

 

 


